
2020～2021年度
ライオンズクラブ国際協会

337－D地区

FWT活動方針



〈ライオンズ国際協会の目的〉

創設から100周年を迎えたライオンズ国際協会は 新たな戦略的目標 を掲げた

LCIフォーワード
LCIフォーワードとは・・・国際協会の目的達成のために奉仕の未開拓分野を追求し、

新たなスポットライトを照らすことにより、世界最上の協会を
実現しようとするもの。つまり、新しい画期的な方法でライオンズの
行っている良い活動を拡大することにより、そのインパクトを高め
国際ネットワークを強化していくもの。

このことを踏まえ…

ライオンズ国際協会の目的
2020年度～2021年度までに
ライオンズが世界にもたらす
インパクトを3倍にし、
年間奉仕受益者を2億人以上にすることを目指す



〈ライオンズクラブ国際協会が強く求めていること〉

「 クラブの活性化 ＋ 会員一人ひとりのアクション 」
特に

奉仕の

インパクト拡大

•視力

•青少年

•災害援助

•人道奉仕

糖尿病との闘い

•糖尿病

グローバル重点

分野の拡大

•食料支援

•小児がん

•環境問題

新しい奉仕活動に取り組むよう啓発している！



〈GATとは〉 GAT

GMT GLT GST FWT
・GAT（グローバル・アクション・チーム）…2017年に発足し、GMT・GLT・GST・FWTの4チームをまとめる包括的な組織。

・GMT（グローバル会員増強チーム）…地域の必要に沿った戦略的会員増強を支援

・GLT（グローバル指導力育成チーム）…地域の必要に沿った戦略的指導力育成を支援

・GST（グローバル奉仕チーム）…地域の必要に沿った戦略的奉仕プログラムを支援

・FWT（家族及び、女性チーム）…女性及び家族会員の勧誘・定着・育成を支援

GATの
ファシリテーター（促進者）

・地区ガバナー協議会議長
・地区ガバナー
・クラブ会長



〈2020年度～2021年度地区FWTの取り組み〉

FWTの主軸： 家族会員及び女性会員の増強＋支部作り

FWTのアクション：GATとの連携＋クラブ及び支部の協力

奉仕の

インパクト拡大

•視力

•青少年

•災害援助

•人道奉仕

糖尿病との闘い

•糖尿病

グローバル重点

分野の拡大

•食料支援

•小児がん

•環境問題

・視力
・人道奉仕

・糖尿病 ・小児がん



〈FWTの主軸：家族会員及び女性会員の増強＋支部作り〉
a) クラブ支部作り

( i ) クラブ支部とは？
支部会員は、親クラブの一員となりますが、独立した例会を開き、独自の奉仕事業や活動に取り組みます。
５人の会員が集まれば、地区ガバナーの承認を得て、クラブ支部が結成でき、
クラブの奉仕を広げる機会を作り出せます。
＊クラブ支部会長は、親クラブの理事会メンバーになります。
＊クラブ支部の会員が親クラブの例会に出席すると定足数に加算されます。

(ii) クラブ状況
前年度クラブ数 鹿児島 R 50クラブ／沖縄 R  19クラブ 計 69 クラブ
今年度クラブ数 鹿児島 R 51クラブ／沖縄 R  18クラブ 計 69クラブ●霧島みらいLC（６月現在）

（ｽﾎﾟﾝｻｰｸﾗﾌ：国分隼人LC）ﾞ
前年度解散クラブ数 鹿児島 R 2クラブ／沖縄 R 2クラブ 計 4クラブ
今年度解散クラブ数 鹿児島 R 0クラブ／沖縄 R  1クラブ 計 1クラブ●コザLC（６月現在）

（iii）クラブ支部結成状況
前年度クラブ支部数 鹿児島 R              5支部／沖縄 R        0支部 計 5支部

●川内ライオネス支部（ｽﾎﾟﾝｻｰｸﾗﾌﾞ：川内LC）●鹿児島さつま錦江支部（ｽﾎﾟﾝｻｰｸﾗﾌﾞ：鹿児島さつまLC）
●鹿児島南洲さくら支部 （ｽﾎﾟﾝｻｰｸﾗﾌﾞ：鹿児島南洲LC）●鹿児島城山むらさき支部（ｽﾎﾟﾝｻｰｸﾗﾌﾞ：鹿児島城山LC）
●奄美大島パッソ支部 （ｽﾎﾟﾝｻｰｸﾗﾌﾞ：奄美大島LC）

今年度クラブ支部数 鹿児島 R              2支部／沖縄 R        1支部 計 3支部 ●鹿児島支部・屋久島支部
(６月現在） （ｽﾎﾟﾝｻｰｸﾗﾌﾞ：鹿児島LC）

●華僑支部
（ｽﾎﾟﾝｻｰｸﾗﾌﾞ：沖縄LC）



b) 家族会員

( i )  家族会員とは？
「家族の親しみやすいクラブ」導入に加えて、若い家族のニーズにも適応する活力に満ち、未来に目を向け
た組織として、世界的な家族ぐるみの奉仕活動をもたらす為の家族会費制度設定に位置づけられるもの。

( i i) 家族会員数状況
前年度家族会員数 鹿児島 R １２１名 ／沖縄R ６８名 計 １８９名
今年度家族会員数 鹿児島 R １１６名 ／沖縄R ８４名 計 ２００名 （６月現在）

(iii)女性会員数状況
前年度女性会員数 鹿児島 R ２４４名 ／沖縄R ９０名 計 ３３４名
前年度全会員数 鹿児島 R １６７６名 ／沖縄R ５９４名 計 ２２７０名
女性会員割合（％） 鹿児島R １４．６％ ／沖縄R １５．２％ 全体 １４．７％

今年度女性会員数 鹿児島 R ２６２名 ／沖縄R １０１名 計 ３６８名
今年度全会員数 鹿児島 R １６２１名 ／沖縄R ５９９名 計 ２２２０名 （６月現在）
女性会員割合（％） 鹿児島R １６．２％ ／沖縄R １７．７％ 全体 １６．６％



〈2020～2021年度FWT3つの取り組み〉

ドロップ防止 会員増強 新たな奉仕への取り組み

・家族会員及び
女性会員増強
・支部作り

・視力保護
・糖尿病
・人道奉仕
・小児がん

継続中
・ヘアードネーション活動
・レモネードスタンド活動
・タンスに眠る外貨の収集

今年度新たな取り組み
・いらない眼鏡の収集
・アイバンク運動
・ペットボトルキャップ
運動
・・・思案中

各クラブに合った
やりがいの
ある活動の促進

今年度新たな取り組み
地域に特化した支部作り

FWT

ドロップ防止

新たな奉仕への取り組み会員増強

GLT・GMT・GSTとの連携

GSTとの連携GMTとの連携



必要不可欠

必要不可欠

「クラブの活性化＋会員一人ひとりのアクション」

＜クラブの活性化＞

どうしたらそんなクラブ
になるのだろうか ？？



＜解決策＞

永続的なクラブ作り

親鳥会員・ひよこ会員・たまご会員のそれぞれが行う人道的奉仕活動のベクトルが交わる部分の課題解決に
真摯に取り組み、目標を形にしていくこと。その目標の実現こそが、FWTの目的であり、ライオンズクラブ国際協
会の目的達成に繋がっていく。



＜クラブへの３つのお願い＞
１．ＦＷＴ活動への取り組み

（ａ）へアードネーション ・１６ｃｍ以上 ３１ｃｍ未満

・３１ｃｍ以上

（ｂ）タンスに眠る外貨の収集

（対応通貨：米ドル、ユーロ、中国元、韓国フォン、香港ドル、タイバーツ、台湾ドル、シンガポールドル、ベトナムドル）

（ｃ）不要になった眼鏡の収集 → 視力保護への取り組み

（ｄ）ペットボトルキャップ収集 → 人道的支援（ワクチン）

詳しくは、ＦＷＴ活動ご協力のお願いとして、下記の日程でキャビネットよりメールにて送付

送付日 締切日 最終締切日

第１回 ７月１日（水） ９月２５日（金）

第２回 １０月１日（木） １２月２５日（金）

第３回 １月６日（水） ３月２６日（金）

調整 ６月１１日（金）





２．女性会員増強

鹿児島Ｒ 沖縄Ｒ 全体

現在の女性会員割合（％） １６．２％ １７．７％ １６．６％

今年度目標 ２０％

各クラブ1名以上女性会員を増やす!!

６９クラブ １名増（６９名増） → １９．７％ ≒ ほぼ目標達成
８０名増 → ２０．２％ ＝ 目標達成

女性会員増員願（各クラブ１名以上）の内容をキャビネットより下記の日程でメールにて送付
第１回 ７月１日（水）
第２回 １０月１日（木）
第３回 １月６日（水）

クラブ訪問も検討中！



３．支部作り

（ｉ）地域に特化した支部作り

＜例＞

・医療従事者

・スポーツ （各スポーツのコーチ、監督・・・）

・農業

・料理 （郷土料理とか）

・郷土芸能

支部作りご協力の案内を下記の日程でキャビネットよりメールにて送付。

第１回 ７月１日（水）

第２凱 １０月１日（木）

第３回 １月６日（水）

（ｉｉ）家族会員が多いクラブ
家族会員 → 支部
（５名以上）

状況に応じてＦＷＴセミナー、イベントの開催も検討中!!


